
精神病床の認知症入院患者の認知能力・伝達能力
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＇調査日時点の状態（



精神病床の認知症入院患者における身体合併症の状況
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「精神病床の利用状況に関する調査」より＇平成19年度厚労科研「精神医療の質的実態把握と最適化に関する総合研究」分担研究（

身体合併症を持つ人の割合
身体合併症の種類

＇※１（

＇※２（

※１：入院治療が適当な程度

※２：外来通院が適当な程度

17
F0：症状性を含む器質性精神障害での集計
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